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１  ＰＴＡ行事について 
夏休みの行事として、『なつまつり』があります。毎年子供たちの素敵な笑顔がみられる行事です。

ご協力よろしくお願いします。 

★『なつまつり』・・・・・・・・７月３１日（木） 

※ 詳細については、６月２６日配布のＰＴＡ通知、その他の資料等を 

ご参照ください。 

２ 夏休み中の連絡先 
夏季休業中に、万一事故が発生した場合は、各学年だより記載の「緊急時の連絡先について」の

とおりです。園に日直を置かない８月１２日（火）～１５日（金）については７月１日に配布した

手紙をご覧ください。 

皆野幼稚園０４９４（６２）１３３３ ／ 皆野町教育委員会０４９４（６２）４５６３ 

３  夏季保育の登園について 短縮保育です（１時間早い降園） 
夏季休業中の登園日は、別紙（夏休み行事予定表）の通りです。 

   持ち物 いつもの支度（出席ブック、おたよりポスト、手拭きタオル、カラー帽子、 

歯ブラシセット、上履き、ハンカチ、ティッシュ） 

お弁当（当日の朝作ったもの、保冷剤や保冷バック等で、傷むのを防ぐ対策をして下さい）飲み

物（水筒に入れて）、着替え袋（身体を拭くタオル、汚れたものを入れる袋を入れる）、 

プール道具（健康カードへの「押印」or「サイン」忘れずに） 

〈夏季保育のバス運行〉 
朝はいつもの通り登園し、帰りは１時間早い降園です。赤・紫コースが１３時に園を出発しま

す。各停車場所の降園時間は園バス運行時間表 の【降園時】→【短縮】の時間です。 

４ ２学期の始業式について 半日保育です 
・９月１日（月）です。 

・朝はいつも通り登園し、半日保育です。紫・赤コースが１１時に園を出発します 

各停車場所の降園時間は園バス運行時間表 の【降園時】→【半日】の時間です 

・持ち物は、いつもの物と学年ごとの提出物をお願いします。 

・９月２日（火）から通常保育になります。給食も始まります。 

 

 

 

 

 

４歳になります 
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６歳になります 

今月はいません 
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園だより 

お願いとお知らせ 
『箱入り子供？』 

 

～ありがとうございました～ 
 町保護司会・更生保護女性会のみなさまより、雑巾と

おりがみをいただきました。 

大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

さて、明日から夏休みに入ります。 

 「聞いたことは忘れ、見たことは覚え、やったことは身に付く」と言われるように、子供時代

の遊び体験や生活体験は、その後の人生に大きな影響を与えると言われています。危ないこと

を避け、失敗しないように安全なコースを選ぶのは間違いではありません。でも、恵まれない

環境の中、失敗や不成功を重ねて苦労しながら様々な体験をした子こそ、大きな人間力を育ん

でいるのも事実です。 

 いざ、夏休み。「箱入り子供」にさせないように、様々な体験を！ 

 

日本橋の大金持ち「和泉屋」の一人娘、お静の縁談がまとまったが、可愛がって育ててきたの

で何一つ嫁入り修業はしてこなかった。そこで、本所の元番頭の家に行儀見習いとして、家事

手伝いをお願いした。まずは雑巾がけを、「キュキュキュと力を込めて」と話し、もう終わった

かと見に行くと、一か所だけ何回も拭いていて、全く前に進んでいなかった。次は、家先の水

撒きを教え、「チャチャチャと水を撒いたら前に進んでくださいね」と念を押すと、進むことを

覚えて両国まで水を撒いていた。いろいろな仕事をお願いしてみるが、何一つできたためしが

ない。最後に、お風呂の湯を沸かすように頼むと、何やらこげくさい臭いがしてきた。「お風呂

に火を点けて」と言われたお静さんは、お風呂場を一生懸命燃やしてしまった。日本橋の和泉

屋では、本所方面が火事だと心配していると、顔は煤だらけ、着物は焼け焦げた姿のお静さん

が帰ってきた。びっくりした旦那さんが「何をしてきた？」と聞くと、すました顔で「家事（火

事）手伝い に行ってきました。」と・・・。 

 一歳を過ぎた孫が遊びに来るたびに、しゃぼん玉をしながら歌ってあげます。 

 この曲の作詞者、野口雨情は幼い娘を亡くしていることから、この詩は悲しみや愛情が込め

られた鎮魂歌であると言われています。そう言われて歌うと、なにか心にグッとくるものがあ

ります。ぜひご家庭でも、夕暮れ時にしゃぼん玉をとばしながら、一緒に歌ってみてください。 

 ところで、話は変わりますが、昔、落語に興味をもった時期があり、長い子供の名前をつけた

「寿限無」や、そば屋の屋台でお金の数え方のやり取りを面白おかしくえがいた「時そば」、ま

んじゅうが大好きな男が「まんじゅうこわい」と言って、まんじゅうを手に入れる話など、有名

な古典落語の本を買って、ニヤニヤしながら読みあさりました。その中の一つに「箱入り」とい

う落語があります。 

 


